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社会構造分野では、さまざまの環境のもとに生息する種々の霊長類について、その社会の成立の機構を明らかに

するため、野外調査を中心に研究を行っている。研究室のスタッフは、単雄群を基盤に重層社会を形成するマントヒヒ

とゲラダヒヒの社会研究（森）、ニホンザルの音声コミュニケーション、性行動などの社会行動の機能とメカニズム研究

および人口動態研究（杉浦）、アフリカ産オナガザルの社会構造研究（大澤）などを中心に行っている。そのほか、ニホ

ンザルの採食場所選択の研究、オスの順位、繁殖、攻撃の内分泌学、フサオマキザルの協力行動研究、飼育チンパ

ンジー乳児の採食行動の発達研究、野生ボノボおよびチンパンジーの社会・生態の研究、野生クモザルの社会構造

研究など多岐にわたる研究が進められている。 

２００種近くいる現生霊長類は各種さまざまな社会構造を持ち、単独生活者、一夫一妻、一夫多妻、多夫多妻、一妻

多夫などの社会形態がこれまで報告されている。しかし、これらの社会形態が霊長類の系統進化の中でどのように生

まれてき、どのように進化したのかいまだ明らかではない。またどのような社会が人類社会へと繋がっていくのかとい

うこともいまだ不明である。ここで紹介する話題はそのような疑問と関連して、前半は社会構造に関する研究、とくに社

会生物学（あるいは行動生態学）の流れを追いながら、その原理および霊長類社会の研究との関わりについて述べる。

後半は、中央アフリカのカメルーンで行っているパタスモンキーの社会変動研究およびそれから得られる社会進化の

考察について話す。 

パタスモンキーは草原に進出したオナガザルの１種で、霊長類の中で最も速く走行し、地上に極めてよく適応したサ

ルである。社会構造は単雄複雌の母系群である。研究の当初の目的は、群の維持機構、とくに群の唯一の雄（群れ雄

―レジデント雄と呼ぶ）の交代の機構の解明であったが、調査の過程で、交尾期になると周辺から多くのソリタリー雄

がやってきて群の中に入り込み、複雄複雌の構成となり、交尾も乱婚状態になることが見いだされた。 

 霊長類では、各種が決まった社会構造を保持し、複数のタイプの社会構造を持つ例はまれである。もし複数のタイプ

の社会構造を合わせ持つなら、そこにはあるタイプの社会から他のタイプへ進化していく鍵があるとする仮説をたてる

ことができる。パタスモンキーの単雄群の複雄化現象ではどのような社会進化プロセスの仮説が考えられるだろう

か。 

 

全体を通じて紹介する項目は下記の通りである。 

１．なぜ霊長類の社会か 

社会を構築する２つの要素：環境（社会生態学）と行動（行動生態学） 

社会行動と個体淘汰のパラドックス、社会行動の進化機構 

霊長類の社会比較、社会進化 

２．パタスモンキーの社会 

（併せて長期野外調査の実際も紹介する） 

 

 

A female patas 

OpenCampus2004「霊長類の社会進化」 
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レクチャー配布資料 Open Campus2004「霊長類の社会進化」 
大澤秀行（社会生態分科・社会構造分野） 

（複雑な図表等に限り配付資料としました。他はスクリーンで） 

１．なぜ霊長類の社会か Fig.1 現生の霊長類の様々な社会 
２．社会を構築する２つの要素：環境（社会生態学）と行動（行動生態学） 

環境（社会生態学）Table 1 Van Schaik 
３．霊長類の社会構造の基本要素 
４．社会を成立させる行動－利他行動 
  行動（行動生態学）   
５．社会行動の進化機構 

Fig.2 血縁淘汰説明図 

６．社会と性 

  同性間淘汰     Fig.3 雄間淘汰 

  雌雄淘汰      Fig.4 パラダイスワイダの実験 

  霊長類の性淘汰まとめ Fig.5 犬歯、体重、睾丸 

  精子競争－     Fig. 6 睾丸のサイズ 

補遺 子殺し      Fig．7 ハヌマンラングールの社会変動 

７．社会進化      Fig．8 Orians model 

            Fig．9 人類社会の進化モデル 

８．パタスモンキーの社会 

Fig.10 社会変動サイクル 

Fig.11 社会変動まとめ 

Table2 Paternity  

 

Table１
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Fig．１

Fig．２ 

Fig．３
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Fig．４

Fig．５
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Fig．６

Fig．７
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Fig．９

Fig．８
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Table２ 

Fig．１１

Fig．１０ 




